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17:00～19:00
開 催

(木)

第６回

参加費
単月参加 10,000円/回(税別)
※上記金額は1名分の料金です。
参加費につきましては、お申込み後請求書を
送付させて頂きます。

2022年度上半期

薬局経営研究会 in 広島

会場

主催

時 間
定 員

株式会社セイエル 幟町オフィス別館会議室
(広島市中区橋本町 6-17 池尻ビル 1F）

17：00～19：00

株式会社 Kaeマネジメント
20名

2025年は「患者のための薬局ビジョン」に示された薬局業界にとってターニングポイントになる年です。先
に開かれた「薬局薬剤師の業務及び薬局機能に関するWG」の取りまとめは「薬局ビジョンで掲げられた目標を
達成しているとは言い難い」と厳しい評価が下されています。6万軒を超える薬局の9割が保険薬局です。求めら
れるビジョンの達成には調剤報酬の大きな改革が必要になります。残された改定は2024年の1回です。

現在は2024年に向けた「凪」の状態にあると言えます。しかし、規制改革や薬局改革は着実に進められよう
としています。それは電子処方箋などの「医療DX」であり、「調剤の一部外部委託」です。医薬分業と共に大
きく成長した薬局業界。その背景には日本経済の成長、人口の増加があります。私たちがこれから迎える時代は、
アナログからデジタル、対面からオンライン、そして人口減少が進む時代です。薬局業界においては巨大チェー
ンの誕生、ドラッグストアの参入と経営環境が大きく異なります。「過去」と大きく経営環境が異なることに気
が付かなければいけません。

そんな経営環境の中、中小薬局は大手企業・ドラッグストアに負けず、“かつ”企業を継続させるために何をす
ればいいのでしょうか。また後継者にとって事業を継承することに未来はあるのでしょうか。そのために、改め
て薬局運営を行っていくための「ゴールデンルール」を理解しなくてはいけません。4月よりスタートした経営
研究会も9月で上半期が終了いたします。今回は、これからも薬局経営を続けていく経営者、そして厳しい時代
を生き抜いていかなければいけない後継者に向けてメッセージを送りたいと思います。

薬局経営研究会では、毎月の薬局経営に関するトレンドを整理して皆様に提供させていただきます。その後、
参加者の皆さまとの意見交換を通し課題の明確化、解決の糸口を探求します。

2時間という短い時間、だけどもとても濃い時間。薬局経営を真剣に考える時間をご提供します。

テーマ “ 2 0 2 3年1月スタート！電子処方箋を理解する”



お問い合わせ
株式会社Kaeマネジメント
東京都台東区浅草橋3-1-1 TJビル３F
連絡先 TEL:03-5829-6659 E-mail :seminar@kae-management.com

お申込み 「薬局経営研究会in広島」 FAX 03-5829-6679
氏名

貴社名

ご住所 〒

電話番号

連絡先E-mail

参加日程 □ 8月１８日 □ ９月１５日

駒形 公大
株式会社Ｋａｅマネジメント
代表取締役
2025年戦略推進本部長

大学卒業後、ベンチャーキャピタルに入社。社長秘書
として新規事業立ち上げ支援などに従事。2010年に
㈱Kaeマネジメントに入社。医薬品価格交渉や、財務
コンサルティングを担当。中小企業の再生支援に従事。
2012年より政策担当として、厚生労働省や各政策審
議会等を傍聴。業界紙等には掲載されない生の情報を
提供。独自の戦略構築により、基本料特例解除など多
数達成。大手チェーン薬局幹部や、介護関係者、医師
と幅広いい人脈を持ち精力的に活動をする。Kaeの情
報はココから始まる。2020年４月より代表取締役。

NPO法人金融検定協会認定
中小企業事業再生マネージャー

研究会開催日

第1回 ４ 月 ２１日 (木)

第2回 ５ 月 １９日 (木)

第3回 ６ 月 １６日 (木)

第4回 ７ 月 ２１日 (木)

第5回 ８ 月 １８日 (木)

第6回 ９ 月 １５日 (木)

5年後、10年後の継続に向けた戦略の構築が必須になります。
2023年1月から電子処方箋の運用がスタートします。処方箋の電子化だけではなく、処方データの電

子管理を行うことによる医療DXへの取組が始まります。その他、厚生科学審議会では「調剤の一部外
部委託」を可能とする薬機法改正に向けた議論が行われ、来年度中に法改正が予定されています。
対物から対人への業務以降、そして2025年患者のための薬局ビジョンを遂行するには何が足りない

のか。その答えは概ね出ています。厳しい指摘を受ける現在の調剤報酬体系が今後続くとは限りません。
また既存の医療機関がいつまでも存続する保証もありません。人口減少に伴い、あらゆる日本の市場が
縮小をしていきます。
医療のＩＣＴ化に伴い、業界外からの新規参入も考えられます。マネーゲームが進む薬局業界。その

中で事業を継続するための戦略を一緒に考えていきませんか。

参加者募集

参加者募集

tel:03-5829-6659
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